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≪小特集　金属有機構造体の実用化最前線≫

金属有機構造体の実用化
……………………………………………北海道大学　鄭　キン，日本製鉄　上代　洋…… 2

　有機金属構造体（PCP/MOF）は，新世代の多孔体として，炭化水素分離
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晶析技術を応用した安価・高品質の MOF 製造方法
……………………………………………………………………ユーゼオ　山崎康夫…… 8

　MOF は画期的な多孔性物質で，CO2 の吸着分離材，H2 の吸蔵材料として
注目され，安価で大量生産する製造方法の確立が求められている。晶析技術
を応用した新規製造方法を示した。

日本におけるバイオマス発電の現状と今後の役割
………………………………………………………………………… ENEOS　藤田高生……16

　世界的な脱炭素化の流れを受けた日本における将来的な電源構成の中にお
いて，バイオマス発電をはじめとした再生可能エネルギー（太陽光，風力な
ど）の重要性がいっそう高まっている。

森林と木材の炭素ストック機能……………………東京農工大学　加用千裕……21
　気候変動対策として森林・木材の炭素ストック機能が注目されている。京
都議定書やパリ協定での森林・木材の取り扱い，世界と日本における森林・
木材の炭素ストック機能，今後の課題や展望等を概説した。

東京工業大学で研究・教育職からダイバーシティ推進室に
異動してわかった大学の本気度 …………………東京工業大学　野村淳子……28

　「ダイバーシティ関連 1 年生」が大学の推進強化の波に乗り，溺れないよう
奮闘しながら見てきた，大学の方針と取り組み，特に女性の増員と活躍支援に
ついて紹介した。

上流開発企業のベンチャーキャピタル戦略

…………………………………………エネルギー・金属鉱物資源機構　古藤太平……41
─ GFANZ 傘下 8 番目のアライアンス Venture Climate Alliance

　金融業界では GFANZ 傘下に気候変動関連ベンチャーの団体が設立され
るなど研究・開発段階の技術に重心が置かれるが，上流開発企業では投資減
税等の財政的支援の拡充を受け事業化・産業化段階の取り組みが進んでいる。

の設立─
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　シャットダウンメンテナンスにおいて，短いメンテナンス期間での工事物
量や機器検査量の増加，人手不足や残業対策等の課題があるなかで，アプリ・
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メタンの排出対策と利用技術（第 2回）
メタン直接改質法による鉄系触媒を用いた
高効率水素製造システムの研究開発 ………………戸田工業　山根一真……249

　メタン直接改質法は温暖化係数の高いメタンガスを原料に，反応系からの
CO2 排出なしで水素を製造可能な技術である。温暖化に影響が大きい炭素分
を固体炭素として固定化できるため環境負荷の低い水素製造法として期待で
きる。

……………………………………………………海上・港湾・航空技術研究所　高橋千織……241
　海運分野において，環境規制がどのように決められているのか，また，
2050 年 GHG 排出ネットゼロを目指して，業界全体でどのような取り組みを
行っているか，その概要と取り組み状況について紹介した。

カーボンニュートラルに向けた燃焼技術の動向（第 5回）
海事分野のカーボンニュートラルに向けた取り組み

ものづくりを支える材料試験技術（第 9回）
耐候性・耐光性試験 ……………………パナソニックホールディングス　中尾好秀……254

　樹脂材料に必要とされる紫外線による品質試験から品質評価まで紹介し
た。耐候性・耐光性試験の種類や特徴，規格試験の種類や押さえておくべき
条件，求められることが多い樹脂の色変化や強度変化の定量化を解説した。


